
2023年11月22日Broadcom社によるVMware社買収に伴い、
VMware製品の体系や価格変更など様々な懸念事項が発生しています。

VMwareユーザーのみなさん

次回更新時 大幅コストアップの
可能性があります！！

買い切り廃止！不要な製品も購入？ ： 製品ポートフォリオ変更

・vSphere、VCF関連で
30以上の製品群

・CPUソケット単位の
ライセンス

4つのエディション
・vSphere Essentials Plus
・vSphere Standard
・vSphere Foundation
・Cloud Foundation

アドオン

購入エディションが選べない？ ： 顧客セグメンテーションによる価格変更

使用しない機能(製品)を含む高額エディションしか購入できない可能性が高い

Broadcom社が定義する３つの顧客セグメントのいずれかに位置づけられる
セグメントに応じて購入できるエディションが限定される

VMwareのライセンス費用は必ず上がります。

※2：2024年７月以降に価格改定（値上げ）予定
※3：旧Standardとの比較

お客様セグメント 購入可能なエディション ※2 新規購入比較 ※3

Strategic ・Cloud Foundation 約８．７倍

Corporate ・vSphere Foundation
上位エディションは購入可能

約３．３倍

Commercial ・vSphere Standard
上位エディションは購入可能

約１．２倍

４つのエディションに統合され、サブスクリプション型のCoreライセンスに提供方法が統一される

Core単位のサブスクリプション型ライセンス ※１

※１：契約期間は3年以上

●当資料に記載されたソルネット以外の商品名／社名は一般に各社の商標または登録商標、サービスマークです。

株式会社ソルネット



今回のライセンス変更によるお客様への影響

その他、ご相談を承ります

ソルネットでは、お客様のニーズに合わせたクラウド環境の提案や移行支援を
行っております。お気軽にお問合せください！

今まで これから
お客様の影響度

VMwareをご使用中 これからご検討されるお客様

ライセンス
永久ライセンス
＋保守の停止

サブスクリプション
期間限定ライセンス

保守が必要な場合、
3年サブスクリプションを
買いなおし

3年サブスクリプションを購入

期間
保守1年、3年、5年

など
3年/4年/5年
ごとに更新

1年単位ではないため、
投資の再計画が必要
HWのサイクルも見直しが必要

3年/4年/5年単位で投資を計画
従来の投資サイクルと変わる
可能性あり

課金体系 CPUソケット単位 core単位 ソケット単位よりも高額 ソケット単位よりも高額

エディション
必要なエディションを

選択して購入
お客様ごとに購入できる
エディションが異なる

お客様によっては
上位のエディションを購入

お客様によっては
上位のエディションを購入

ソルネットは

「インフラクリニック」で最適プランを診断！

・クラウド環境への移行可否判断、 最適なサイジングを行いコスト削減を実現
・クラウド移行プラン策定およびハイブリッド／マルチ・クラウドなどインフラ環境の最適化

弊社では「Microsoft Azureクラウドへの移行」をお勧めしています。

ハードの
管理が不要

短期間で
基盤構築可能

災害対策の
強化

VM価格より

安価になる
可能性も！

何でも
相談ください！

・AzureならMicrosoftライセンス特典の活用で、コスト削減も可能です
・仮想化OSの脆弱性対策としても効果的です

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=WiCUtE5n8U-XFynz76Id4WOU7dSwgE5FmO-sYjOCroNUNE5WSkFCV1lMRVVVUFNNSUUwNjRRVkdTVC4u
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